
　読書通信で双方向的なコミュニケーションを！ 
 　５月17日号の読書通信を読んだ保護者から次のようなご意見をいただきました。

 『読書活動の扉を開く』５月17日号を読んでの感想
 　『読書活動への扉を開く』を毎回拝見させていただいておりますが、電子化され便
 利になった反面、つい後回しにしてしまうようになり、なかなか意見や感想を書けず
 申し訳ない気持ちでいっぱいです。これまでの読書通信を通して感じたことは、子供
 たちは他者に対する思いやりの気持ちや作品を通して自分が学んだことや考えたこと
 を素直に表現できているなということです。これからも様々な作品に触れて想像力や
 理解力など、目には見えないけれど大切なものを心で感じ、豊かな感性を育んでいっ

て欲しいなと思いました。(４年生保護者より)

　毎回読書通信をお読みいただいているとのこと、たいへん嬉しく思います。子供たちは感じたことを表
現することにより、豊かな感性をより育んでいることを私自身も大いに感じているところです。インプッ

トとアウトプットのバランスを考えた取組を今後も工夫していきたいと思います。これからも応援をよろ

しくお願いします。 

 『読書活動の扉を開く』５月17日号を読んでの感想
 　ホームページ上の更新にすぐ気づけず、毎回お知らせいただける等でないと見るの
 が個人的に難しいです。また、感想が紙でしか出せないとするとホームページでの閲
 覧とはミスマッチなのかなと思います。メールフォームなど、同じホームページ上で

感想を書けるようになるといいかもしれません。(１年生保護者より)

　おっしゃる通りです。この読書通信のよさは学校と家庭が協働でお子さんの読書活動を推進するところ
にあります。だからこそ学校からの一方的な情報発信ではなく、保護者の皆様方から感想や意見を寄せて

いただくことに大きな意味があります。双方向的なコミュニケーションの確立が重要となるのです。そこ

で、ホームページ上で感想を書くことができるようなシステムを教頭が構築しました。この読書通信とコ

ミュニティ・スクール通信は、メールにおいて感想や意見を寄せていただくことが可能となりましたので、

どんどん声を聞かせてください。お待ちしています。 
 

５月19日、図書の出張貸し出しがありました！ 

  町立図書館のスタッフが昼休
みに図書の貸し出しをしてくれ
ました。たくさんの子供たちが
会場となった会議室を訪れ、思
い思いに図書を借りていきまし
た。子供たちの嬉しそうな笑顔

 が印象的でした。
 

  【出張貸し出しの様子①】      【出張貸し出しの様子②】

令和５年度《昨年度に続き、今年度も読書活動の楽しさと大切さを伝えたくて》 

読書活動への扉を開く！ 
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